
視察報告書 

令和 7 年 2 月 10 日 

府中市議会議長 本谷宏行 様 

 

                            会派名又は  経政会 

                            議 員 名  森川稔／田辺稔／藤本秀範 

 

日      時 令和 7年 1月 30日（木） 

視察（研修）先 1. やまぐち DX推進拠点 Y-BASE（山口県山口市熊野町） 

2. 山口大学／DX人材育成推進室 

視察（研修）項目 DXに関する調査と研究 

参 加 者  森川稔／田辺稔／藤本秀範（会派：経政会 3人） 

面談者および聞き

取り内容 

（主な取り組み等） 

〔1〕やまぐち DX推進拠点 Y-BASE（山口県山口市熊野町） 

〔面談者〕 

〇（一財）山口県デジタル技術振興財団 理事長 原田英明 

〇やまぐち DX推進拠点 シニアマネージャー    森川高志 

１． Ｙ₋ＢＡＳＥの機能として次の４つの機能を持たれている。 

① 情報収集：県内外のＤＸ情報が集まる情報共有機能 

5G 通信と生成 AI（人工知能）の配備とあわせた展示

室から得られるデジタル技術が体感できる。 

② 相談：ＤＸ相談窓口・ＤＸコンサルティング機能 

専門サポートから DX技術の活用方法など得られる。 

試行：簡易的なＰoＣを可能にするＩＣＴ環境/技術サポート機

能および課題解決に向けたデータ分析や実証実験を

ICT 環境（クラウド）を活用した技術サポートを行って

いる。 

③ 学習・交流：デジタル人材育成機能/新たな価値を創出する

場や DXに関するセミナーや研修を通じたワークショッ

プの開催や AIデータを活用した実践型の研修による

イベントを開催している。 

２． Ｙ₋ＢＡＳＥへの相談事例‣２０２１年１１月の開設以降～ 

① ＤＸ情報収集 

・中小企業におけるＤＸの進め方がわからない。 



・既存システムの移行・更改にあたって情報収集がしたい 

・拠点間・遠隔地等オンラインを活用した働き方を知りたい 

② 業務改善 

・煩雑なメール・文書管理プロセスを改善したい 

・ペーパーレス化による業務効率化を図るポイント 

③ データ活用 

・ローコードツールを使用したデータ活用の手法について 

・自社のデータをビジネスに活用したい。 

・市民・顧客の声をデータ化し、分析・活用したい。 

３． Ｙ₋ＢＡＳＥの利用の流れ 

① 課題やニーズに応じた適切な支援方法を見極め、議論しい

て課題解決まで支援 

 

従来であれば、ＤＸコンサル開始には、何らかの契約が必

要であるが、ここでは実証実験が完了してからで良く、導入

リスクが下がる。 

② 支援の対応可、対応不可の範囲について各項目で次のよ

うに決められている。 

 

４． Ｙ₋ＢＡＳＥのコンサル事例‣これまでに取り組んだ事例の一部 

・お客様の利便性と予約対応の効率化を実現する「予約シ

ステム」を導入。 



・契約業務の効率化とペーパーレスを実現する「電子契約

システム」導入 

・ＯＣＲ・ローコードツールを活用した業務改革の実現向けた

実証実験 

・デジタルを活用した店舗不要の「レンタカー事業」開始 

・メガクラウド（ＡＷＳ）を活用したサービスの実証・導入事例 

・旅行代理店で日々の実績を可視化 

・野犬被害の深刻化を受けた市民向け注意喚起等における

データ活用 

・人流データの取得・公開による、市や市内事業者等のデー

タ活用 

 

〔2〕山口大学／DX人材育成推進室 

〔面談者〕 

〇国立山口大学理学部学術博士 学長特命補  佐野崎浩二 

〇国立山口大学 DX人材育成推進室 副室長  湯浅修一 

 

▼ひとや地域（まち・文化・教育）の well beingに貢献する文系

ＤＸ人材の育成事業（文部科学省「地域活性化人材育成事業～

ＳＰＡＲＣ～」）を、山口県立大学・山口大学・山口学芸大学の３国

公私立大学による大学等連携推進法人を設立して、次のような

ことを目的として取り組まれている。 

① 地域課題を適切に捉えてＤＸ実践できる人材を育成 

② 山口県産業の装置型から知識集約型への転換に貢献 

 

▼それぞれ３大学における取組みについては以下のとおりである 

① [山口県立大学] ＰＢＬ型の「地域学」、文理融合の「総合

知」で豊かな未来 

② [山口大学]データサイエンス教育を活用、人間の心理・行

動の理解等を基礎とするＤＸ人材の育成 

③ [山口学芸大学]ＳＴＥＡＭ教育とＰＢＬにより、将来のＤＸ人

材を育てる教員の養成 



所 感 〔1〕やまぐち DX推進拠点 Y-BASE（山口県山口市熊野町） 

●山口県では県全体としてデジタル化がもたらす「地域課題の

解決」と「新たな価値の創造」によって、県民一人ひとりが、希望

するサービスやライフスタイルを自由に選択できる豊かさと幸せ

を実感する社会の実現を望み「やまぐちデジタル改革」ということ

を推進されている。このような環境を整備する背景には、官民を

挙げたデジタル化・デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）を推

進していくための施設を設けたとのことである。第４次産業革命

とした革新的なインフラには 5G技術の整備は欠かせない。一方

でデジタル技術を活用した生成 AIなどを活用した取り組みも各

分野でなされているのも事実である。こうした背景から、DXにま

つわる情報と連携から考察したプログラムを試行できる、つまり

社会環境の変化から想像される効率化に導くべき部分をアプリ

ケーションの開発とあわせ総合的な実証実験をサポートする拠

点の利用はさらに重要視されてくるだろう。 

具体的には、生成AI（人工知能）で取り込んだデータを介した

語学での会話機能やロボットとの会話機能、更には AIでの画像

処理機能や文書作成機能などを活用した作業効率や業務効率

につながる知識が教授できた。効果とした実現を可能にするた

めの更なる改善に向けた研究を重ねてまいりたい。こうした拠点

についてもとくに広島県東部地区においては産業構造の中心で

あり設置の必要性を強く感じている。 

〔2〕山口大学／DX人材育成推進室 

●ＤX人材育成推進室は，山口大学における DX人材を育成す

るための推進室として令和 4年度に立ち上げられた。データとデ

ジタル技術を上手に活用し，ビジネスや社会，生活に変革をもた

らす取組として人材育成カリキュラムを設け学生に講義行ってい

る。山口大学理学部に訪れた背景には、デジタル化に対する資

本の投下から生みだされる価値やサービスを駆使したＤＸ人材

育成には欠かせない教育である。ＤＸマインドや未来を創生しうる

人材育成こそＹＦＬ育成プログラムである。それぞれの地域課題を

解決へ導く人材育成が主体となっている。 

●入学者を対象としたYu-DXプログラムは、従来からのYFL育

成プログラムに DX マインドを加え発展させた人材育成プログラ



ムである（YFL＋育成プログラム） 

【Yu-DXプログラム科目】 

① ＤＸ導入 

ＤＸに関する基礎的概念を知り，事例よりその推進の方法につい

て理解する。 

② ＤＳ科目 

データ活用のためのデータの活用方法，セキュリティ・モラルにつ

いて学ぶ。 

③ 知的財産科目 

ＤＸの推進が導く知識集約型社会で必要となる知的財産の知識

を得る。 

④ ＤＸ概論 

ＤＸの理念を理解し，その実施方法を事例ベースで学ぶ。 

⑤ ＤＸＰＢＬ 

デジタル技術や知的財産に関する知識などを用いて地域課題の

解決方法を考え実践するＰＢＬをおこなう。 

 

こうしたプログラムの活用により well beingの考え方に立ち、デ

ジタル技術者と協力してＤＸを推進し、人や地域（まち・文化・教

育）の課題解決に貢献できるＤＸ人材を配置していくことで企業

や市役所の体制がＤＸ改変業務に対して効率化を図ることがで

きるのではないかと感じた。今回の視察研修から県全体の進捗

に対する取り組みにおいて、府中市における取り組みへの参考と

した審議および会派とした要望と課題につなげてまいりたい。 

 


